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コンテクスト情報を用いたテキスト入力システムの検証

鈴木 孝宏 ∗　美馬 義亮 †　角 康之

概要. Twitterを利用して視聴者とコミュニケーションを図るテレビ番組やラジオ番組が増えている．コ
ミュニティFMにおいても同様に，リスナーからのツイートを積極的に紹介する番組も見られるようになっ
た．その一方，番組側からの Twitterによる情報発信は伸び悩んでいる．これは，放送中に 1人が担う放
送業務がいくつもあることが原因と考えられる．そこで本研究では，番組と連動した情報を手軽に Twitter

へ投稿できるようにしたテキスト入力システムを開発した．放送開始前に，番組中に投稿するテキストを
あらかじめ用意しておくだけでなく，投稿時には，タップするだけで多様な内容のテキストが投稿できる．
本稿では，このシステムをコミュニティFMのパーソナリティの方の協力を得て，放送中の現場で試用して
もらった結果について紹介する．

1 はじめに

コミュニティFMでは，電波だけでなくTwitter
も利用して，番組の内容や地域の情報を提供してい
る．Twitterは制作者側とリスナーの気軽なコミュ
ニケーションの場としても機能しており，番組内で
リスナーからのツイートが読み上げられたりするこ
ともある．一方で，コミュニティFMでは放送業務
全般，すなわちトーク，機器操作，番組宛に届くメッ
セージの選別などを 1人で行うことがある．たとえ
ば，CMや音楽を流している間も，次に読む原稿の
下読みをしたり，番組宛に届いたメッセージの整理
をしたりと，番組と連動する情報をTwitterに投稿
するのは難しい．そのため，Twitterへの情報発信
が番組開始時の 1回のみという番組もある．これは，
リスナーを番組に引き込む大きな機会を逃している
と言える．このことから，効率的にTwitterへ情報
発信ができるコミュニティFM向けのソリューショ
ンが必要と考えられる．
筆者らはこれまで，少ない操作ステップで状況に

ふさわしいテキストをTwitterへ投稿できるスマー
トフォン用アプリケーションを開発してきた [1]（図
1）．本稿では，このシステムを用いて行った試用に
ついて述べる．コミュニティFMで番組を担当して
いるパーソナリティの方に協力を得て，システムを
放送中に試用してもらった．

2 システムの設計と操作

まず，システムの全体像と簡単な操作方法につい
て述べる．このシステムでは，Twitterへ投稿する
テキストをひな形として登録することができる．そ
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図 1. システムのスクリーンショット 1

れらは，使用する状況に合わせてカテゴライズし，
アイコンとなる画像を付けて管理できる（図 1左）．
投稿するテキストリストを一覧表示したものが図 1
右である．登録したTwitterアカウントへ投稿する
際は，表示されたテキスト一覧から投稿するテキス
トを選択する．投稿を確認するポップアップが表示
され，そのまま投稿するか，修正して投稿するかを
選択できるようになっている．

3 システムの試用

3.1 準備

放送中にTwitterへ投稿する予定のテキストを放
送開始前に準備した．生放送の番組は時々刻々と状
況が変化するが，展開はある程度定められてあるた
め，あらかじめテキストを用意しておくことができ
た．予定されている展開に合わせてテキストをシス
テムに登録し，投稿予定の時間帯ごとにカテゴリに
分類した．分類の階層構造を，図 2に示す．図 3で
は，テキストを準備し終えた状態のシステムのスク
リーンショットである．左が番組名によるカテゴラ
イズ，中央は時間帯によるカテゴライズ，右が投稿
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予定として登録されたテキストである．

カテゴリ（ホーム） 状況による分類（ラジオ生放送）

サブカテゴリ 番組による分類

サブカテゴリ 時間帯による分類
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図 2. 試用時の階層構造

tap tap

図 3. 試用時のテンプレート具体例

3.2 実施

試用は，午前 7時から午前 10時までの情報番組
の放送中に行った．まず，放送開始前にパーソナリ
ティの方に対してシステムの使用方法を説明した．
操作の練習を行った後，放送開始から午前 8時まで
の 1時間，実際にシステムを試用してもらった．放
送終了後，ヒアリングを行った．

3.3 結果

実際につぶやかれた内容を，図 4に示す．普段の
放送では，番組開始の 1回目のツイート（図 4の最
下段のツイート）のみであることが多いが，番組開
始から 1時間の間に，さらに 2回の情報をツイート
してもらうことができた．合計 3回のツイートは，
いずれも音楽を流している間に投稿され，操作も 15
秒かからずに投稿を終えることができた．
試用後に行ったヒアリングでは，システムに対し

て以下のフィードバックを得ることができた．

• 修正機能があることで安心して使うことがで
きる

• 番組内のコーナーや，放送中の音楽が紹介で
きそう

2 https://twitter.com/fmiruka より引用

図 4. 実際に投稿された内容 2

• 緊急時や災害時に，迅速な情報発信ができそう
さらに，タブレット端末やパソコンで使えるように
なるとより便利であるというフィードバックも得る
ことができた．

4 まとめと今後の課題

本稿では，筆者らが開発したシステムを用いて，
コミュニティFMで行った試用について述べた．シ
ステムを試用した結果，普段は番組開始の 1回だけ
のツイートしか行われない番組でも，システムを使
うことでさらに多くの情報発信を行うことができた．
このように，生放送を 1人で行う状況でも，パーソ
ナリティ自身から番組と連動した情報を少ない操作
ステップで投稿できることを確認することができた．
今後は，タブレット端末やパソコンで使用できる

ようにすることも検討していく予定である．また，さ
らなるテキスト入力の効率化を実現するために，綾
塚らの「GhostTweet[2]」のような自動的なツイー
ト生成の実現を目指す．それに向けて，コミュニティ
FMのアカウントで投稿されているツイートの構造
解析，テキストを産出するための文章モデルを構築
する予定である．
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